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2017年 6 月 23 日 

支援者の皆様へ 

特定非営利活動法⼈ PIN Japan 

事務局⻑ 森本泰司 
 

第 5 回 PIN Japan ネパール国際ワークキャンプ報告書 

 

ネパール国際ワークキャンプ実施に際しては､いつもご協⼒をいただき感謝申しあげます。 

おかげさまで本当に多くの⽅々のご協⼒・ご⽀援をいただき、第 5 回のワークキャンプも下記のよ

うに成功裏に実施することができました。 

大変遅くなってしまい申し訳ございませんが、下記のとおり概要をご報告させていただきます。 

今年も引き続きワークキャンプを計画しています。後⽇あらためてご案内を差しあげたいと思いま

すので、プロジェクト成功に向けてみなさまのご参加ならびにご協⼒をお願い申しあげます。 
 

I．．．． ワークキャンプ 

【実施場所】ネパール国 チットラン村（地図③：標高約 2150m） 

      カトマンズ（地図②）から小型バスで約 3 時間 

 

【訪問地】ポウワ村：バクタプル（地図⑥）から約 3 時間半 

     サク村 ：ポウワ村からの帰りにバクタプルとパタン（地図⑤）の中間地点のティミ 

まで昼食を挟んで約 3 時間半。ティミから引き返す形で約 1 時間半で最後は 

⼭道をバスでは無理でタクシーで約 10 分 

 ※地図の位置および標高はいずれも iPhone で撮影した写真データに依る 

 

【主催団体】PIN Nepal(NGO),  Basudev Prasad Memorial Foundation(NGO),  

SOCOD Nepal(NGO), PIN Japan(NPO：7 名参加） 

【実⾏委員会】村の人々、カトマンズ・パタン・バクタプールの医療関係者 
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II． プロジェクトの内容 

１．飲⽤⽔確保のためのパイプライン復旧 

【実施日時】2016年 12⽉〜2017年 6 月 

【事業の受益対象者】チトラン村、約 1,200 軒・5,100 人 

【事業の内容】地震の影響で⽔脈が変わって出なくなったパイプラインの調査と復旧⼯事 

【収 入】⽇本チーム⽀援者より寄付・献⾦ 

【支 出】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．フリー診療（ヘルスキャンプ）および後日の手術 

（無料診療で、診察・投薬・治療・⼊院・⼿術等⽇本で負担） 

【実施日時】2016年 12 月 27 日・28 日 
【事業の受益対象者】チトラン村の周辺地域住⺠ 

【収⼊】⽇本チーム⽀援者より寄付・献⾦  

ただし、他に地元のロータリークラブなどの協⼒多数。 

【支出】 

【実施内容】 

① フリー診療：総合内科・外科・整形外科・婦人科・眼科・⻭科・小児科など 825 人。 

      内訳は、⼥性：525 人、男性：300 人。うち、子ども 48 人。 

      後日、眼科手術：18 人、開腹手術:１人。出産：１人（男子）。 

いつものカトマンズの B.P.コイララ病院や国境なき医師団の医師を中心に 

新たにカンチプールの⻭科医師、など総勢約 35 人の医師の協⼒を得て実施。 

 

 

受付と順番待ち 

まずは視⼒検査 

地震の影響で水脈が変わって、以前の 7 つの蛇口（？）からは水が出なくなっていた。

すぐ上の⽅では相変わらず豊富な⽔が流れていたが。 

それぞれの蛇⼝の側に⽴っているのは、普段は⽯割の仕事をしていて、アニタさんが

ピンハウスで勉強を教えたいとワークキャンプに参加させた 7 人の子どもたち。 

⾦額の記載は削除しています。以下同様 
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② 後日の手術：眼科（白内障）手術：18 人、開腹手術：1 人：いずれも経過は良好とのこと  

 

診察・治療風景 
⻭科と⼩児科は屋外で 

準備した薬と投薬風景 服用法を丁寧に説明して 

残った材料はポウワの学校に ⼦供たちに材料を持参した「ぶんぶんごま」の作り⽅・遊び⽅を教える 

家族総出で病院に移動 
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３． CO-OP ハウス建設プロジェクトの内容 

【実施日時】2016年 3 月〜2017年 6 月（訪問日：2016年 12 月 30 日） 
【事業の受益対象者】サク（サンク）村の周辺地域住⺠（約 1,000 軒・5,000 人） 
        （当面の入居予定者：男性 6 ⼈・⼥性 9 人、60 歳台 2 人・70 歳台 13 人） 

【事業の内容】震災で家を失った身寄りのない人びとのための共同生活の家を 

避難所、仮設共同住宅の⾒本として建設する 

【収⼊】⽇本チーム⽀援者より寄付・献⾦  

【支出】 

【実施内容】 
 過去のプロジェクト（後述）訪問の帰りに村に寄ったが、遅くなって周りは暗くなって、
道も山道で小型バスでも上れないため、タクシーに乗ることができる 3 人だけで訪問し、
写真だけ撮影。 
 後日、建設の進捗報告があったので添付されていた写真を掲載。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

４．PIN チャリティバザー 

【実施内容】 
今回は予定していた 12 月 29⽇がタマン族の新年の休⽇の前⽇で来客が望めないとのことで別

の⽇に変更。PIN ハウスには 29 日に村から帰って訪問する予定であったが、帰着が遅くなって時
間もなくなり訪問断念。 

日本から運んだチャリティーバザー用の衣類などは預けて来ました。 

 

  

基礎と骨組み 

2016年 3 月 21 日撮影 

訪問時の進捗状況 

2016年 12 月 30 日撮影 

2017年 2 月 4 日の状況 2017年 2 月 26 日の状況 
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５．過去のプロジェクト訪問 

【訪問日時】2016年 12 月 30 日 
【訪問場所】ポウワ村 
      SOCOD Nepalが⾏った学校建設や飲料⽔⽤ポンプ建設などで携わって来たが、 
      2015年 4 月 25 日の地震で大きな被害が出ていた。 

【実施内容】 

・ミシン贈呈(3 台) 

地震で未亡人になった婦人の生活を支えるためにワークキャンプ主催団体の 1 つの Basudev 

Prasad Memorial Foundation から 3 台のミシンを贈呈 

【復興の状況】 
・ドイツ（以前から協⼒関係のある NGO：グリーンヘルメット）やオーストラリアなどの資⾦
⼒のある NGOがすでに住居や学校の新設、ポンプの修理などの援助をしており、PIN Japan
としてはそれ以上の援助ができないため彼らの活動を⾒守り、こうして村⼈たちとの交流を続

けて⾏く他はなさそう。（⼩学校の校⻑先⽣だったプルナさんは今回のワークキャンプに参加） 
・ドイツの NGO：52棟の住居、ポンプの修理（ただし、⽔脈が変わって復旧にはまだ⾄らず） 
・オーストラリアの NGO：新校舎と図書館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．村⼈たちとの交流 

    ≪ビンゴゲーム≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

景品は協⼒物資の⾐類やお菓⼦など。 

⽼若男⼥・カーストに関係なく平等に！ 

他にも、勉強して数字が読めるようになると、ゲームを楽しむことが 

できるようになるという動機づけに・・・。 

数字が読めない大人は子ども（孫？）たちに教えてもらって 

ビンゴの途中で強い余震があったらしいが、ビンゴ会場では気付かず・・・ 

2 階部分が破壊された学校 建設中の新校舎 新築の住居 

7m×5mの規格住宅 
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    ≪生活改善講習会≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    ≪キャンプファイア≫ 

村での最後の夜の恒例⾏事だったが、今回はファイアなしで踊りや歌の交流。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

⽼若男⼥⼤勢を前に料理教室。今日のテーマは「うどん」。 

基本的に箸を使わない文化の国で、熱々のお汁は難しい？ 

先生は、アニタさんとピンハウスで子供たちの世話をしているラザニさん 

（ラザニさんは、以前アニタさんと一緒に日本語の勉強をしたそうな） 

村⼈たちも⺠族舞踊劇などを 

披露してくれて交流が続く 

これも恒例になった⽇本⼈の 

ドジョウすくいやサンタクロース。 

お礼にたまたま村にやってきた

日本人グループも加わって 

「故郷」の合唱 
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Ⅲ．支援者・企業・団体 ご芳名（あいうえお順・敬称略） （故人、解散した団体も含む） 
 

≪⽀援⾦≫ 

BS 大阪 70 団 

BS 大阪 70 団 カブﾞ隊 

BS吹田 10 団 

CBS関⻄協議会有志 

OEクラス会 

SOCOD Japan 

浅野 直則 

阿部 欣司 

株式会社 アヤラ産業 

石川 典子 

伊志嶺  博 

板倉 由樹 

井上 重治 

今邨 亜樹 

株式会社 ウッズ 

梅岡 孝治 

梅岡 あい子 

梅影 順子 

梅村 米子 

宗教法人 扇町教会 

大阪大学 制御工学科 

8期生 同窓会 

岡崎 道男 

岡崎 大悟 

岡本 正子 

小田垣 佐智子 

小田原 学 

加清 涼子 

河上 髙志 

川端 弘⺒ 

川端 悦子 

川端 渓太 

公家 崇雄 

久下 智章 

久下 ⾥江 

倉本 實 

⼩林 真⼆郎 

⼩林 祐子 

小山 孝博 

小山 孝夫 

⻄条 悦子 

榊原 隆雄 

榊原 多喜子 

坂元 正武 

故 坂元 政子 

坂元 佑 

坂元 美和 

坂元 栞 

坂元 詩子 

坂本 ⾠⼦ 

四宮 輝久 

島原 則雄 

杉浦 孝穗 

高藤 澄子 

田口 弘康 

田口 みち子 

田口 晶子 

田内 邦明 

田村 久子 

辻中 正子 

宗教法人 天満教会 

豊岡 みどり 

中川 秀次 

中村 光子 

野中 治 

灰谷 晋次 

灰谷 朝子 

橋岡 剛子 

濱岡 千寿郎 

濱岡 静子 

有限会社 浜岡鍍⾦⼯業所 

林 清子 

林 芙美子 

林 牧 

原田 旭 

原田 敦子 

枚岡卓球クラブ 

福祉・後⾒センター京都中央 

舩橋 芳文 

前地 隆裕 

前田 直美 

増田 公子 

松木 典子 

松本 亮⼀ 

宗教法人 南甲府教会 

南甲府教会有志 

南甲府教会虹の会 

村上 美夏 

森本 泰司 

森本 茂子 

安川 ゆき子 

山口 進 

山口 敏子 

山田 孝 

⼭梨英和中学校 

⼭梨英和中学校 1年 

山村 秀子 

山村 多恵子 

山本 貴美子 

吉田 信明 

匿名希望  

 

≪支援物資その他≫ 

浅野 直則 

天岡 憲子 

岩機ダイカスト工業株式会社 

梅影 順子 

江間 明美 

大谷 幸子 

岡崎 道男 

小川 菜月 

⼩林 譲二 

⼩林 直美 

齋藤 吉雄 

榊原 隆雄 

榊原 多喜子 

坂元 美和 

芝原 泰子 

菅澤 麗⼦ 

中村 喜四子 

仲山 幸子 

濱岡 千寿郎 

濱岡 静子 

原田 敦子 

松浦 尚美 

渡邊 拓哉 

 

以上 


